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川
柳
教
室 

薫
風
か
お
る
五
月
十
二
日
、
今
年
度

二
回
目
の
川
柳
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

始
め
に
講
師
の
田
口
先
生
か
ら
、
今

回
の
お
題
の
「
内
」
に
関
し
て
、
「
俳

風
柳
多
留
」
（
「
川
柳
」
と
い
う
言
葉

が
定
着
す
る
前
の
江
戸
の
川
柳
を
集

め
た
古
典
）
に
載
せ
ら
れ
た
「
内
」
を

読
ん
だ
句
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

「
俳
風
柳
多
留
」
に
収
録
さ
れ
た
七
五

六
句
の
中
に
「
内
」
を
詠
ん
だ
句
が
十

六
句
ほ
ど
あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら

の
句
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
い
つ
も
通
り
各
人
が
持
参

し
た
題
詠
句
と
自
由
吟
に
つ
い
て
、
田

口
先
生 

か
ら
選
（
三
才
、
五
客
、
十

秀
、
佳
吟
の
選
定
）
と
、
選
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
も
次
点
に
相
当
す
る
「
十
秀
」

の
句
を
含
め
て
二
句
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。
左
側
の
活
字
が
少
し
小
さ
い
方
が

「
十
秀
」
と
さ
れ
た
句
で
す
。 

☆
印
は
軸
吟
（
選
者
吟
） 

題
詠
句 

お
題
『
内
』 

・
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
も
添
え
た
内
祝
い 

清
和 

・
無
尽
会
内
輪
話
し
で
盛
り
上
が
る 

 

直
美 

・
誰
に
で
も
内
な
る
声
を
持
っ
て
い
る 

由
季 

・
國
内
は
い
つ
も
平
和
で
い
た
い
も
の 

仲
子 

・
身
内
で
も
国
が
違
え
ば
敵
味
方 

 
 

泰
彦 

・
内
内
に
君
に
告
げ
た
い
恋
心 

 
 
 

玲
子 

・
腹
黒
さ
ま
で
は
読
め
な
い
内
視
鏡 

 

満
治 

・
内
視
鏡
異
状
な
く
し
て
先
安
心 

 
 

久
孝 

☆
再
検
査
安
心
し
な
と
内
視
鏡 

 
 
 

裕
人 

 
 

 

自 

由 

吟 

・
初
孫
が
生
ま
れ
て
我
が
家
鯉
が
立
ち 

久
孝 

・
反
骨
の
奥
歯
が
じ
っ
と
耐
え
て
い
る 

満
治 

・
初
節
句
祝
っ
た
五
月
遠
い
過
去 

 
 

清
和 

・
ふ
る
さ
と
は
大
事
な
人
が
住
む
処 

 

由
季 

・
母
の
日
の
祝
い
の
花
に
子
の
思
い 

 

玲
子 

・
桃
の
花
下
も
ピ
ン
ク
の
佛
の
座 

 
 

仲
子 

・
退
職
後
暮
ら
し
が
変
わ
り
メ
タ
ボ
腹 

泰
彦 

・
ほ
こ
ろ
び
た
体
で
励
む
畑
仕
事 

 
 

直
美 

☆
ワ
ー
プ
ロ
の
自
宅
一
室
楽
な
椅
子 

 

裕
人 

・
内
緒
で
と
次
第
に
増
え
て
少
女
羽
化 

 
 

・
怯
む
な
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
る
最
後
尾 

 

満
治 

・
幕
ノ
内
頭
に
浮
か
ぶ
は
お
弁
当 

 
 

 
 

・
早
朝
の
ブ
ド
ウ
の
芽
に
は
露
の
玉 

 
 

泰
彦 

・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
内
に
秘
め
て
る
強
い
意
志 

・
久
々
に
ろ
く
ろ
回
し
て
目
が
回
る 

 
 

玲
子 

・
曾
孫
が
元
気
に
育
て
内
祝 

 
 

 
 

 
 

・
え
さ
を
や
り
元
気
な
目
高
鬼
ご
っ
こ 

 

仲
子 

・
白
線
の
内
側
に
い
て
外
を
見
る 

 
 

 
 

・
い
つ
ま
で
も
暖
房
つ
け
る
春
の
夜 

 
 

由
季 

・
内
側
も
見
せ
て
移
住
者
引
き
寄
せ
る 

 
 

・
若
者
は
コ
ロ
ナ
の
中
を
泳
ぎ
行
く 

 
 

直
美 

・
Ｄ
Ｍ
の
案
内
届
く
今
日
も
ま
た 

 
 

 
 

・
食
べ
頃
の
庭
の
イ
チ
ゴ
は
鳥
が
先 

 
 

清
和 

・
老
い
の
身
で
家
事
す
る
家
内
思
い
や
る 

 
・
空
に
鯉
池
に
は
鯉
が
水
泳
ぐ 

 
 

 
 

久
孝 

☆
物
損
は
内
済
に
し
て
即
示
談 

 
 

 
 

 

☆
ラ
イ
バ
ル
を
見
透
か
し
て
い
る
仕
切
線 

裕
人 

次回は９月８日（木）午後１時３０分

から開催します。お題は「胸」です。 

 

 



（２）      6 月号        奥野田公民館だより        ２０２２年６月１日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＃＃＃参加者募集します＃＃＃ 

 奥野田公民館では、夏休み中に次の教室を開催します。 

〇夏休み親子浴衣着付け教室（親御さんもどうぞ） 
  日 時：令和４年７月２９日（金）午前９時から 
  場 所：奥野田公民館 
  持ち物：浴衣、帯、水筒 他 
〇夏休みこども石絵教室 ～石に絵を描いてみよう～ 
  日時：令和４年８月４日（木）午前９時から 
  場所：奥野田公民館 
  持ち物：絵の具の道具、新聞紙、水筒 他 

☆申し込み、連絡先 館長：村松 FAX・☏   主事：中山 FAX 

☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲州市中央公民館（市民文化会館）6月の自主事業のおしらせ！ 

・「多肉植物テラリウムづくり」 

  日 時：６月１９日（日）午後 2時から 

  内 容：多肉植物のテラリウムを制作します 

  講 師：緑の相談所講師 

  参加料：５００円 

・「～初夏を彩る～フラワーアレンジメント」 

  日 時：６月２５日（土）午後２時から 

  内 容：「初夏」をテーマに、生花を用いたフラワーアレンジメントを

体験できます 

  講 師：お花＊和-co 井之上和子 

     6 月 １日（水）１９時～ 民謡梅の香 
    6 月１４日（火）１３時３０分～ フラサークルアロアロ 
    6 月１５日（水）１９時～ 民謡梅の香 
    6 月２８日（火）１３時３０分～ フラサークルアロアロ 
      ※上記は 5 月１６日時点の予定です。 

６
月
の
予
定 




